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カワヨワークキャンプは牛舎・羊舎の清掃や木登り、田んぼ体験などいつもの生活ではな

かなか体験することのできないことを体験できます。自然と一体化し、その大切さを学べる

というのが一番の大きな魅力だと思いました。昨年度、私が参加したカワヨワークキャンプ

で学べたことはたくさんありましたが、大きく分けると二つあります。  

まず一つ目は食事についてです。毎日私たちが何気なく口にしている食事は、その生き物

の一生を途中で無理矢理終わらせている、ということを私たちは普段から気にかけながら食

事できているでしょうか。少なくとも私がカワヨワークキャンプに行くまではそこまで気に

していなかったと思います。それは、食事をすることが当たり前で日常的になっているから

だと思います。しかし、食事をできることはとてもありがたいことです。その感謝の気持ち

を食前に「いただきます」、食後に「ごちそうさまでした」と食べ物となった生き物たち、私

たちの口に入るまで関わっていただいた方々に伝えるのです。私がこのことを学べたのは、

カワヨワークキャンプの一大企画である鶏の解体、毎食前後にある食事係の仕事を通してで

す。二日目の朝、まず動き回っている鶏を捕まえてから絞めます。ついさっきまで元気に逃

げ回っていた鶏の命が、目の前で終わらせられる光景をみて心が締めつけられたような気が

しました。また同時に、このような工程を経て日々口にしているパック詰めの鶏肉が出来る

のだということを深く感じました。食事係での仕事のおかげで他の係をやった人よりも、い

つもは当たり前だと感じていることに対して感謝やありがたみの気持ちを、カワヨワークキ

ャンプ中に常に忘れず心に留めておくことが出来たと思います。食前にこれからいただく食

べ物をよそっている時には、「ありがとうございます」、「いただきます」、食後に三十五人が

使用した食器を洗っている時には、「ありがとうございました」「ごちそうさまでした」と思

いながら食事係としての仕事を果たすことが出来ました。食事係としても印象に残っている

カワヨワークキャンプ中の食事は、二日目の夕食であるカレーと、三日目の夕食であるＢＢ

Ｑです。鶏の解体をみた後に食べるお肉は、正直言ってあまり食べたいとは思えませんでし

た。しかし、いつもの食事よりそれぞれの食材のことを考えて、噛みしめながら命をいただ

ける食事となりました。これからは毎回の食事の際には、感謝の気持ちを忘れずに命をいた

だきたいです。  

次に二つ目は、一つ目の内容と少し似ていますが、今このように生きていられることのあ

りがたさです。私がこうして十五歳になるまでたくさんの生き物の命をいただいてきたとい

うこと、そのためにそのたくさんの生き物の命を無理矢理終わらせているということ、いつ

もの食事で私の口に入るまで関わっていただいた方々がたくさんいらっしゃるということ、

これら全てに感謝するべきだと思います。しかし現実にはこれらの感謝を出来ていない人が

たくさんいます。美味しい食事を毎日毎日食べられることを当たり前だと感じて欲しくあり

ません。毎回の食事の際に感謝の気持ちを忘れないでいただきたいと強く思います。そのた

めにも食前に言う「いただきます」、食後に言う「ごちそうさまでした」という二つの言葉を

大切にして欲しいです。  



恵泉に入学する前からずっと参加してみたかったカワヨワークキャンプに参加してみて、

とても楽しめましたし、お皿を早いスピードで洗う方法から、違う部活の先輩方と仲良くな

るためのコミュニケーション方法まで想像を遥かに超えるたくさんのことを学べました。そ

の中でも「いただきます」「ごちそうさまでした」の言葉の大切さについては一番深く学べた

と思いますし、たくさんの人にこの言葉の大切さを知って欲しいです。また、生き物の命を

途中で終わらせてその命をいただいているので食べ物を残すということは絶対にして欲しく

ないです。私はこれから、食事の大切さを周りにいる人たちから伝えていきたいと思います。

出来るだけ多くの人がこのことを知り食事に感謝して「いただきます」「ごちそうさまでした」

を言い、日本が出す残飯の量が減ることを祈っています。  


